
ＪＡ全農ＥＴ研究所（以下、ＥＴ研究所）は、牛の繁殖効率を向

上させる受精卵移植技術（以下、ＥＴ技術）を研究開発し、普

及させるため設立された。受精卵・妊娠牛の供給量は、日本トッ

プレベルの事業規模である。ＥＴ研究所では、ＥＴ技術を全国

に普及させるため、ＥＴ技術の研究開発・種雄牛造成、家畜受

精卵移植師の人材育成など、養牛繁殖分野に関わる事業を展

開している。生産者の営農に貢献するためにＥＴ技術での受胎

率向上を使命とするＥＴ研究所。その取り組みを取材した。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
歴
史
は
古
く
、
１
９
８
７
年

に
Ｅ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
た
め
、
飼
料
畜
産
中

央
研
究
所
内
に
受
精
卵
移
植
研
究
室
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
９
年
に
現
在
の
所
在

地
で
あ
る
北
海
道
上
士
幌
町
に
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
以
来
、Ｅ
Ｔ
技
術
の
向
上
を
追
求
し

て
、
生
産
者
の
経
営
安
定
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
主
な
活
動
は
三
つ
あ
る
。

　
一つ
目
は
「
Ｅ
Ｔ
技
術
の
研
究
開
発
」
で
、
受

精
卵
の
受
胎
率
向
上
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
「
体
外
受
精
卵
の
受
胎
率
向
上
の
た

め
の
技
術
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
受
精
卵
の
培

養
過
程
で
、
異
常
卵
割
を
し
た
受
精
卵
の
受
胎

率
成
績
は
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
こ
に
注
目
し
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
シ
ネ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
微
速
度
撮
影
）
技
術
を
用
い
て

高
品
質
な
受
精
卵
を
選
別
す
る
手
法
を
開
発
し

ま
し
た
。
現
在
、
実
用
化
に
向
け
た
技
術
開
発

を
し
て
い
ま
す
※
」
と
生
産
開
発
課
の
白
澤
篤
さ

ん
は
話
す
。

　
二
つ
目
は
、
生
産
農
家
と
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
「
体
内
受
精
卵
の
生
産
・
販
売
」
で
、
よ

り
高
品
質
の
体
内
受
精
卵
を
供
給
す
る
べ
く
、

技
術
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
過
剰
排
卵
処
置
で
発
情
し
た
優
良
血
統
の
雌

牛
に
、
優
良
種
雄
牛
の
凍
結
精
液
を
人
工
授
精

さ
せ
、
そ
の
後
体
内
か
ら
そ
の
受
精
卵
を
採
取
。

検
卵
に
よ
り
良
質
な
受
精
卵
を
選
別
し
、
凍
結

処
理
後
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
な
ど
に
出
荷
す
る
。
受

精
卵
は
獣
医
師
や
家
畜
受
精
卵
移
植
師
の
手
に

よ
り
移
植
さ
れ
る
。

　
こ
の
一
連
の
流
れ
を
Ｅ
Ｔ
研
究
所
で
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
、
受
胎
率
の
高
い
受
精
卵
の
生
産

と
移
植
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
に
お
け
る
２
０
２
４
年
度
の
受
精

卵
移
植
成
績
は
、
７
３
２
８
頭
に
移
植
を
実
施

し
、
受
胎
率
は
54
・
８
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日

本
家
畜
人
工
授
精
師
協
会
が
発
行
す
る
受
胎
率

の
報
告
を
み
て
も
、
平
均
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
は
、
黒
毛
和
種
の
種
雄
牛
を
保

有
し
て
い
る
。
安
価
で
受
胎
性
と
育
種
価
が
高

い
精
液
を
生
産
・
供
給
す
る
た
め
に
造
成
さ
れ

た
。
加
え
て
、
そ
の
精
液
を
使
用
し
て
製
造
さ

れ
た
、
高
い
成
績
が
期
待
で
き
る
手
頃
な
価
格

の
受
精
卵
も
供
給
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、Ｅ
Ｔ

研
究
所
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
（
従
来
の
血
統
情

Ｅ
Ｔ
技
術
の
研
究
開
発

体
内
受
精
卵
の
生
産
・
販
売

黒
毛
和
種
の
種
雄
牛
も
造
成

報
等
か
ら
計
算
す
る
「
育
種
価
」
に
加
え
、
本

牛
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
基
づ
く
遺
伝
子
情
報
で
あ

る
「
ゲ
ノ
ム
育
種
価
」
を
加
味
し
た
牛
の
能
力

評
価
）
を
利
用
し
て
、
高
能
力
の
種
雄
牛
造

成
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
雄

牛
は
、
脂
肪
交
雑
や
枝
肉
重
量
等
の
ゲ
ノ
ム
育

種
価
や
そ
れ
ら
の
総
合
評
価
を
基
準
に
選
抜

し
て
い
る
。

　
知
名
度
は
ま
だ
高
く
な
い
が
、
他
に
も
能
力

の
高
い
種
雄
牛
を
保
有
す
る
。
特
に
、
近
年

増
加
し
て
き
て
い
る
、
能
力
を
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評

価
に
よ
っ
て
早
め
、
評
価
・
選
抜
し
、
精
液
供

給
さ
れ
る
若
い
雄
牛
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ

ア
ー
」
は
、
非
常
に
優
秀
な
ゲ
ノ
ム
育
種
価
を

持
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
研
究
所
は
、
高
能
力
種
雄

牛
の
精
液
で
も
高
い
受
胎
率
を
実
現
で
き
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
精
液
供
給
だ

け
で
は
な
く
、
全
農
種
雄
牛
で
生
産
し
た
受

精
卵
も
手
頃
な
価
格
で
供
給
す
る
。
受
胎
に

関
す
る
選
択
肢
の
増
加
は
、
生
産
者
の
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
三
つ
め
は
「
人
材
育
成
」
で
、
後
継
者
や
将

来
移
植
師
を
目
指
す
若
者
た
ち
に
、
高
い
移
植

技
術
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

全
農
繫
殖
義
塾
を
開
設
し
て
い
る
。

　「
品
質
の
良
い
受
精
卵
が
あ
っ
て
も
移
植
技
術

が
不
十
分
で
あ
れ
ば
受
胎
率
は
向
上
し
ま
せ
ん
。

良
い
腕
を
持
っ
た
移
植
師
が
必
要
で
す
。
人
材

は
足
り
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、Ｅ
Ｔ
研
究

所
で
は
繁
殖
義
塾
で
家
畜
受
精
卵
移
植
師
を
育

成
し
て
い
ま
す
」と
Ｅ
Ｔ
推
進
課
の
大
野
徹
さ
ん
。

　
繁
殖
義
塾
で
は
、
義
塾
生
用
に
練
習
牛
を
用

意
し
、
受
精
卵
移
植
の
実
践
訓
練
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
移
植
成
績
は
義
塾
生
も
含
め
移
植
者
ご

と
に
数
値
で
示
さ
れ
る
の
で
、
義
塾
生
本
人
の

責
任
感
を
醸
成
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

　「
受
精
卵
移
植
を
依
頼
す
る
の
は
牛
で
は
な

く
人
で
す
。
受
胎
率
は
家
畜
受
精
卵
移
植
師
の

腕
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
技
術
の
習
得
に

は
最
も
気
を
遣
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
技

術
者
で
あ
る
前
に一
人
の
人
間
と
し
て
生
産
者
に

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
力
と
人
間
性

を
磨
い
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
大
野
さ
ん
は
思
い
を
語
る
。

●
　
●
　
●

　
Ｅ
Ｔ
技
術
で
生
産
者
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
と

所
得
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、Ｅ
Ｔ
研
究
所

は
こ
れ
か
ら
も
、
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ET Cent�

ＪＡ全農
ＥＴ研究所
一生懸命

北海道上士幌町

Ⅱ

HPはこちら
所長：谷 政秀
設立年：1987年
本場：北海道河東郡上士幌町字上音更西６線331-11
従業員数：本場・繁殖義塾47人
飼養頭数：供卵牛・受卵牛1,400頭
生産量：受精卵供給2万5,500個／年、
 受精卵移植妊娠牛供給1,100頭／年

全農繁殖義塾：北海道河東郡士幌町上音更西3線180番地
北日本分場：岩手県滝沢市上岩手山268-10
東日本分場：茨城県笠間市赤坂22番地30
九州分場：福岡市中央区天神3-9-25 JRE天神三丁目ビル7階

ＪＡ全農 ＥＴ研究所

受精卵の生産と研究開発の二刀流で
受精卵の生産と研究開発の二刀流で生産者の受胎成績向上に貢献する

生産者の受胎成績向上に貢献する

分場

北海道

機能性強みに安定供給を実現する
機能性強みに安定供給を実現する

研究の一例

体外受精卵の受胎率向上の研究

ＥＴ研究所ではさまざまな研究テーマに取り組んでいますが、生産者の経営安定に貢献することが最大の目的です！

白澤 篤さん
生産開発課 課長
しら さわ あつし

●と畜された牛の卵巣を資源として活用できる
●性成熟していない若い雌牛からも卵子を回
収できる

体外受精のメリット

研究開発室では体外受精卵の製造技術の向上
に向け日々研究に取り組んでいる。と畜された
牛の卵巣や生きた雌牛の卵巣から吸引器で未
成熟卵子を取り出し、体外で授精・培養するこ
とで、受精卵製造の増産や効率化が図れると
期待されている。

体外受精卵の培養時に、タイムラプスシネマトグラ
フィー※を用いて、受胎率に影響する卵割の特徴を
分析している。
※一定間隔（数分～数十分）で写真を連続撮影し、写真を繋ぎ合わせて
コマ送り動画にすることで、時間経過を短縮して観察する撮影技術

通常は受精卵が2細胞、4細胞、8細胞へと卵割し
ていく

2細胞に卵割した受精卵が、元の1細胞に戻ってし
まう異常な卵割

研究は

トライ＆
エラーの

繰り返し
です

正常卵割

逆転卵割正常卵割

逆転卵割

これまでは採卵後に行う検卵でしか
受精卵を評価できなかった

出典：Magata F (2023)を改変して使用

※
本
研
究
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
畜
産
振
興
事
業
と
し
て
、

東
京
大
学
や
帯
広
畜
産
大
学
と
共
同
で
研
究
・
開
発
を
し

て
い
る
。
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年に数回しかないホルスタインの受精卵の採卵。
獣医師の資格を持つ職員が担当

全農ダイレクト凍結法は、ストローの中央に受精卵と
2種類の専用液、空気を入れて封入し、凍結する

子宮に洗浄液を流し、
液と一緒に流れ出た
受精卵をフィルターで捕集

顕微鏡で卵の形態を確認しながら
品質の良い受精卵を選別

採卵は、過剰排卵処置をした雌牛
に、種雄牛の凍結精液を人工授精し
てから７日後に行う。受精卵の鮮度を
できるだけ保つために、受精卵採
取、検卵、ストロー封入・凍結まで、
一連の作業を短時間で終了させる必
要がある。

顕微鏡で見た
受精卵

体内受精卵の製造

採卵

ストロー封入・凍結
出荷・移植

検卵

大事な受精卵で
す。

見落としがないよ
うに、

複数人で確認し
ます

受精卵生産と移植を
ET研究所にて

一貫して行うことで、
受胎率の高い受精卵を
生産しています

牛の負担を軽減するために、長くても20分以内に作業を終わらせます

獣医師 獣医師
獣医師

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
歴
史
は
古
く
、
１
９
８
７
年

に
Ｅ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
た
め
、
飼
料
畜
産
中

央
研
究
所
内
に
受
精
卵
移
植
研
究
室
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
９
年
に
現
在
の
所
在

地
で
あ
る
北
海
道
上
士
幌
町
に
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
以
来
、Ｅ
Ｔ
技
術
の
向
上
を
追
求
し

て
、
生
産
者
の
経
営
安
定
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
主
な
活
動
は
三
つ
あ
る
。

　
一つ
目
は
「
Ｅ
Ｔ
技
術
の
研
究
開
発
」
で
、
受

精
卵
の
受
胎
率
向
上
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
「
体
外
受
精
卵
の
受
胎
率
向
上
の
た

め
の
技
術
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
受
精
卵
の
培

養
過
程
で
、
異
常
卵
割
を
し
た
受
精
卵
の
受
胎

率
成
績
は
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
こ
に
注
目
し
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
シ
ネ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
微
速
度
撮
影
）
技
術
を
用
い
て

高
品
質
な
受
精
卵
を
選
別
す
る
手
法
を
開
発
し

ま
し
た
。
現
在
、
実
用
化
に
向
け
た
技
術
開
発

を
し
て
い
ま
す
※
」
と
生
産
開
発
課
の
白
澤
篤
さ

ん
は
話
す
。

　
二
つ
目
は
、
生
産
農
家
と
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
「
体
内
受
精
卵
の
生
産
・
販
売
」
で
、
よ

り
高
品
質
の
体
内
受
精
卵
を
供
給
す
る
べ
く
、

技
術
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
過
剰
排
卵
処
置
で
発
情
し
た
優
良
血
統
の
雌

牛
に
、
優
良
種
雄
牛
の
凍
結
精
液
を
人
工
授
精

さ
せ
、
そ
の
後
体
内
か
ら
そ
の
受
精
卵
を
採
取
。

検
卵
に
よ
り
良
質
な
受
精
卵
を
選
別
し
、
凍
結

処
理
後
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
な
ど
に
出
荷
す
る
。
受

精
卵
は
獣
医
師
や
家
畜
受
精
卵
移
植
師
の
手
に

よ
り
移
植
さ
れ
る
。

　
こ
の
一
連
の
流
れ
を
Ｅ
Ｔ
研
究
所
で
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
、
受
胎
率
の
高
い
受
精
卵
の
生
産

と
移
植
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
に
お
け
る
２
０
２
４
年
度
の
受
精

卵
移
植
成
績
は
、
７
３
２
８
頭
に
移
植
を
実
施

し
、
受
胎
率
は
54
・
８
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日

本
家
畜
人
工
授
精
師
協
会
が
発
行
す
る
受
胎
率

の
報
告
を
み
て
も
、
平
均
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｔ
研
究
所
は
、
黒
毛
和
種
の
種
雄
牛
を
保

有
し
て
い
る
。
安
価
で
受
胎
性
と
育
種
価
が
高

い
精
液
を
生
産
・
供
給
す
る
た
め
に
造
成
さ
れ

た
。
加
え
て
、
そ
の
精
液
を
使
用
し
て
製
造
さ

れ
た
、
高
い
成
績
が
期
待
で
き
る
手
頃
な
価
格

の
受
精
卵
も
供
給
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、Ｅ
Ｔ

研
究
所
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
（
従
来
の
血
統
情

報
等
か
ら
計
算
す
る
「
育
種
価
」
に
加
え
、
本

牛
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
基
づ
く
遺
伝
子
情
報
で
あ

る
「
ゲ
ノ
ム
育
種
価
」
を
加
味
し
た
牛
の
能
力

評
価
）
を
利
用
し
て
、
高
能
力
の
種
雄
牛
造

成
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
雄

牛
は
、
脂
肪
交
雑
や
枝
肉
重
量
等
の
ゲ
ノ
ム
育

種
価
や
そ
れ
ら
の
総
合
評
価
を
基
準
に
選
抜

し
て
い
る
。

　
知
名
度
は
ま
だ
高
く
な
い
が
、
他
に
も
能
力

の
高
い
種
雄
牛
を
保
有
す
る
。
特
に
、
近
年

増
加
し
て
き
て
い
る
、
能
力
を
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評

価
に
よ
っ
て
早
め
、
評
価
・
選
抜
し
、
精
液
供

給
さ
れ
る
若
い
雄
牛
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ

ア
ー
」
は
、
非
常
に
優
秀
な
ゲ
ノ
ム
育
種
価
を

持
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
研
究
所
は
、
高
能
力
種
雄

牛
の
精
液
で
も
高
い
受
胎
率
を
実
現
で
き
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
精
液
供
給
だ

け
で
は
な
く
、
全
農
種
雄
牛
で
生
産
し
た
受

精
卵
も
手
頃
な
価
格
で
供
給
す
る
。
受
胎
に

関
す
る
選
択
肢
の
増
加
は
、
生
産
者
の
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
三
つ
め
は
「
人
材
育
成
」
で
、
後
継
者
や
将

来
移
植
師
を
目
指
す
若
者
た
ち
に
、
高
い
移
植

技
術
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

全
農
繫
殖
義
塾
を
開
設
し
て
い
る
。

　「
品
質
の
良
い
受
精
卵
が
あ
っ
て
も
移
植
技
術

が
不
十
分
で
あ
れ
ば
受
胎
率
は
向
上
し
ま
せ
ん
。

良
い
腕
を
持
っ
た
移
植
師
が
必
要
で
す
。
人
材

は
足
り
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、Ｅ
Ｔ
研
究

所
で
は
繁
殖
義
塾
で
家
畜
受
精
卵
移
植
師
を
育

成
し
て
い
ま
す
」と
Ｅ
Ｔ
推
進
課
の
大
野
徹
さ
ん
。

　
繁
殖
義
塾
で
は
、
義
塾
生
用
に
練
習
牛
を
用

意
し
、
受
精
卵
移
植
の
実
践
訓
練
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
移
植
成
績
は
義
塾
生
も
含
め
移
植
者
ご

と
に
数
値
で
示
さ
れ
る
の
で
、
義
塾
生
本
人
の

責
任
感
を
醸
成
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

　「
受
精
卵
移
植
を
依
頼
す
る
の
は
牛
で
は
な

く
人
で
す
。
受
胎
率
は
家
畜
受
精
卵
移
植
師
の

腕
が
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
技
術
の
習
得
に

は
最
も
気
を
遣
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
技

術
者
で
あ
る
前
に一
人
の
人
間
と
し
て
生
産
者
に

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
力
と
人
間
性

を
磨
い
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
大
野
さ
ん
は
思
い
を
語
る
。

●
　
●
　
●

　
Ｅ
Ｔ
技
術
で
生
産
者
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
と

所
得
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、Ｅ
Ｔ
研
究
所

は
こ
れ
か
ら
も
、
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
農
繫
殖
義
塾
で
人
材
育
成

本
誌
に
Ｅ
Ｔ
研
究
所
の
記
事
を
連
載
中

「
Ｅ
Ｔ
研
便
り
」（
Ｐ
18-

19
）

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

こ
ち
ら

義塾は家畜受精卵移植師を目指す
上で最適な環境だと思っています。
先輩方に見守られる中で、緊張しつ
つも安心して数多くの実戦経験を積
むことができます。卒業後は、地元の
佐賀県に戻って収益性の向上だけ
でなく、家畜受精卵移植師の人材育
成にも携わっていきたいです。

2年目となり後輩義塾生に技術を教
える場面が増えました。移植は手の
感覚で行う作業が多く、見えるもの
で教えることができません。「伝え
る」ってとても難しいですね。繁殖義
塾は技術を学ぶ場としてとても良い
環境がそろっているので、スキルアッ
プをしたい人にお勧めです！

ET研究所は、ＥＴ技術の普及を目指して、2016年に
繁殖技術研修制度の全農繁殖義塾を開塾した。研修
生は、繁殖に関する座学や練習牛での実習、実際の
受精卵採取・移植実習などで、家畜人工授精師や家
畜受精卵移植師を目指す。

義塾生用に練習牛を用
意して受精卵移植の実
践訓練を数多く経験さ
せる。

受胎率成績はすべての技術者
が測定され、内部共有される。
日々技術研鑽に努めることを求
められる。

移植を依頼するのは牛ではなく、生産者
である。技術があるのは大前提として、
生産者に信頼されるコミュニケーション
能力を持った技術者を育成する。

徳田 柊也さん義塾生２年目
とく だ しゅう や

近藤 春華さん義塾生２年目
こん どう はる か

経験に勝るものなし。
毎日が練習であり、
本番でもある

学習の定着を兼ねて
後輩に操作を教える

（資格取得）

ＥＴ技術の普及を目指し、2016年に開塾
家畜人工授精師 家畜受精卵移植師 育成

生産者のため
に がんばります

受胎率の向上には、良い受
精卵だけでなく、良い腕を
持った移植師が必要不可
欠です。そのため繁殖義塾
では、家畜受精卵移植師の
育成に取り組んでいます！

繁殖義塾の教育方針
現場で学ぶ 受胎成績に責任を持つ 何より人間を育てる

指導を受ける
義塾生

多くのスタッフが連携して
質の良い受精卵を
製造している

大野 徹さん
ET推進課 課長
おお の とおる

介紹塾義殖繁農全

義塾生同士で教え合い
全員で能力の
底上げを目指す
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